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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

県
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
、
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
新
た
な
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
県
民
お
一
人
お
一
人
が
安

心
し
て
暮
ら
し
、
自
ら
の
可
能
性
を
力
強
く
伸
ば
し
て
い
け
る
群
馬
県
の
実
現
に
向
け
て
、

本
年
も
全
力
で
挑
戦
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
は
「
伊
香
保
国
ス
ポ
2
0
2
5
」
に
お
け
る
群
馬
県
選
手
の
活
躍
を
皮
切
り
に
、

群
馬
県
の
存
在
感
と
勢
い
を
示
す
数
多
く
の
成
果
を
刻
む
こ
と
が
で
き
た
一
年
で
し
た
。

「
移
住
希
望
地
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
初
め
て
全
国
１
位
を
獲
得
、ま
た
県
公
式
Y
o
u
（
ユ
ー
）

T
u
b
e
（
チ
ュ
ー
ブ
）
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
t
s
u
l
u
n
o
s
（
ツ
ル
ノ
ス
）」
の
発
信
力

が
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
成
長
し
、
T
i
k
T
o
k
（
テ
ィ
ッ
ク
ト
ッ
ク
）
上
半
期
ト
レ

ン
ド
大
賞
2
0
2
5
で
は
自
治
体
初
の
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

経
済
面
で
は
、年
末
に
公
表
さ
れ
た
令
和
４
年
度
の
経
済
成
長
率
が
全
国
ト
ッ
プ
に
な
っ

た
ほ
か
、
最
低
賃
金
の
伸
び
率
も
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な
る
な
ど
、「
新
・
群
馬
県
総
合

計
画
」
の
7
つ
の
政
策
の
柱
の
下
に
取
り
組
ん
で
き
た
施
策
が
、
幅
広
い
分
野
で
着
実
に

実
を
結
ん
で
き
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

本
年
は
、
人
々
を
魅
了
し
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
付
加
価
値
を
生
み
出
す
「
デ
ジ
タ

ル
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
産
業
」
の
育
成
を
加
速
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
関
連
企
業
の
県
内
誘

致
や
大
型
映
像
作
品
の
制
作
支
援
な
ど
の
ほ
か
、
関
連
産
業
を
支
え
る
人
材
育
成
と
し
て
、

小
・
中
学
生
、
高
校
生
向
け
の
t
s
u
k
u
r
u
n
（
ツ
ク
ル
ン
）、
前
述
の
T
U
M
O 

G
u
n
m
a
の
運
営
に
加
え
、
大
学
生
世
代
以
上
を
対
象
と
し
た
（
仮
称
）
デ
ジ
タ
ル
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

森
林
・
林
業
分
野
に
お
い
て
は
、
昨
年
11
月
、
ぐ
ん
ま
森
林
・
林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
愛
称
「
も
り
ビ
ズ
ぐ
ん
ま
」）
を
開
設
し
運
用
を
始
め
ま
し
た
。
収

益
性
の
高
い
新
し
い
林
業
の
実
現
と
森
林
の
新
た
な
価
値
の
創
出
を
軸
に
、
多
種
多
様
な

分
野
の
企
業
・
団
体
の
皆
さ
ん
の
技
術
や
ア
イ
デ
ア
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

業
界
と
地
域
の
枠
を
超
え
た
長
期
的
な
協
働
体
制
を
構
築
し
、
森
林
・
林
業
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
花
粉
症
対
策
で
は
、
花
粉
の
発
生
源
と
な
る
ス
ギ
人
工
林
を
花
粉
の
少
な
い
森

林
へ
計
画
的
に
転
換
し
て
い
く
た
め
、
伐
採
・
植
替
え
の
加
速
化
と
、
そ
れ
に
必
要
な
花

粉
の
少
な
い
苗
木
の
生
産
を
拡
大
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
は
「
群
馬
県
森
林
・
林
業
基
本
計
画
2
0
2
1

－

2
0
3
0
」
の
折
り
返
し
の
年

に
な
り
ま
す
。
県
産
木
材
に
よ
る
自
立
分
散
型
社
会
の
実
現
に
向
け
、
素
材
生
産
や
木
材

流
通
・
加
工
体
制
の
強
化
、
人
材
の
確
保
・
育
成
な
ど
の
林
業
施
策
を
加
速
し
、
持
続
可

能
で
強
い
林
業
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

新
し
き
年
が
、
県
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
希
望
に
満
ち
、
豊
穣
な
る
成
果
を
も

た
ら
す
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
、
謹
ん
で
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

�

令
和
８
年
１
月
１
日

謹賀新年

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
よ
り
「
グ
ラ
フ
み
ど
り
の
群
馬
」
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
2
月
に
発
生
し
た
「
大
船
渡
市
山
林
火
災
」
を
は
じ
め
、
11
月
の
「
大
分
市

佐
賀
関
大
規
模
火
災
」、
群
馬
県
内
で
は
12
月
に
「
妙
義
山
林
野
火
災
」
が
発
生
す
る
な
ど
、

全
国
各
地
で
火
災
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
被
災
地
で
復
旧
・
復
興
に
尽
力

さ
れ
て
い
る
関
係
者
の
皆
様
方
の
ご
努
力
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
本
協
会
と
い
た
し

ま
し
て
も
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
夏
は
最
高
気
温
40
度
以
上
の
地
点
が
続
出
し
、
伊
勢
崎
市
で
は
最
高
気
温

4
1.
8
度
と
、
国
内
観
測
史
上
の
最
高
気
温
を
更
新
す
る
な
ど
、
厳
し
い
暑
さ
が
続
き
ま

し
た
。
地
球
温
暖
化
を
抑
え
る
た
め
に
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
と
、
森
林
な
ど
に

よ
る
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
が
不
可
欠
で
す
。

し
か
し
、
戦
後
造
成
さ
れ
て
き
た
人
工
林
の
約
６
割
が
樹
齢
50
年
を
超
え
て
お
り
、
林
分

の
高
齢
化
が
進
み
毎
年
の
吸
収
量
が
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
一
方
で
、
木
材
と
し
て
の
利
用

期
を
迎
え
て
お
り
、
我
々
森
林
・
林
業
関
係
者
は
、「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」

と
い
う
森
林
資
源
の
循
環
を
確
立
し
、
二
酸
化
炭
素
を
効
率
的
に
吸
収
さ
せ
る
サ
イ
ク
ル
を

確
立
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
な
か
、
本
年
は
平
成
31
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
森
林
経
営
管
理
制
度
に
動
き
が

あ
り
ま
す
。

4
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
改
正
法
で
は
、
現
行
の
仕
組
み
を
残
し
つ
つ
、
地
域
の
関
係
者
の

連
携
を
強
化
す
る
新
た
な
仕
組
み
の
創
設
、
制
度
を
担
う
市
町
村
の
事
務
負
担
の
軽
減
と
い

う
2
つ
の
柱
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
地
域
の
関
係
者
が
森
林
の
経
営
管
理
の
将
来
像
を
共
有
し
、

経
営
管
理
の
集
約
化
を
通
じ
た
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
進
め
る
新
た
な
仕
組
み
に
よ
り
森

林
の
集
積
・
集
約
化
を
迅
速
に
進
め
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
財
源
は

皆
様
か
ら
ご
負
担
い
た
だ
く
森
林
環
境
税
・
森
林
環
境
譲
与
税
で
あ
る
た
め
、
県
や
市
町
村
は
、

そ
の
取
り
組
み
の
成
果
を
具
体
的
に
示
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
で
、
私
が
市
長
を
務
め
る
安
中
市
で
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
年
々
患
者
数

が
増
加
し
今
や
国
民
病
と
も
言
え
る
花
粉
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
全
国
で
は
発
生
源
と
な

る
ス
ギ
林
の
伐
採
・
植
え
替
え
の
推
進
、
ス
ギ
材
の
需
要
拡
大
、
花
粉
の
少
な
い
苗
木
の
生

産
拡
大
な
ど
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
東
京
農
業
大
学
（
東
京
都
）

の
小
塩
海
平
教
授
（
植
物
生
理
学
）
か
ら
の
協
力
依
頼
を
受
け
、
市
所
有
の
ス
ギ
林
に
花
粉

飛
散
を
抑
制
す
る
効
果
の
あ
る
薬
剤
を
散
布
し
、
そ
の
減
少
効
果
を
検
証
す
る
実
証
実
験
を

行
っ
て
い
ま
す
。
実
施
面
積
は
約
40　

で
、
全
国
で
も
最
大
規
模
の
実
験
規
模
に
な
る
と
聞

い
て
お
り
、
本
市
も
積
極
的
に
協
力
を
し
て
お
り
ま
す
。

本
協
会
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
森
林
・
林
業
木
材
産
業
の
持
続
的
な
発

展
を
図
る
と
と
も
に
、
ま
た
、
本
県
に
暮
ら
す
全
て
の
皆
様
が
、
林
産
物
の
供
給
、
国
土
の
保

全
、
水
資
源
の
か
ん
養
、
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
、
生
物
多
様
性
の
保
全
な
ど
森
林
の
有
す
る
多

面
的
機
能
の
恩
恵
を
末
永
く
享
受
で
き
る
よ
う
、
日
々
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
関
係
者
の
皆
様
な
ら
び
に
県
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
実
り
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

群
馬
県
造
林
協
会

会
長
　
岩
井 

　
均

群
馬
県
知
事

山
本 

一
太

株式会社ジーシーシー

おかげさまで創業 60 周年
地方自治体の IT ソリューションパートナー

〒379-2153 群馬県前橋市上大島町 96
Tel：027-263-1637
Fax：027-261-1445
HP：https://www.gcc.co.jp
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髙 橋 　 東

星 野 　 寛

大 川 弘 志

0279-75-3026

大 澤 　 隆

小 山 兼 広 北群馬郡榛東村新井2935

吾妻郡中之条町大字中之条町1836(吾妻森林組合内)

370-3503 027-386-5901

027-223-1111

星 野 本 三

平 方 　 宏

小井圡　義　治

熊 川 　 栄

星 名 建 市

狩 野 浩 志

狩 野 浩 志

小　渕　優　子

髙 橋 範 行

大 矢 　 力

吉　田　貞　裕

星 名 建 市

小森谷　孝　志

須 永 宜 夫

地域創生部地域創生課

茂 木 清 美 桐生市新里町武井479 0277-74-0270376-0123

2026年　賀　正

第78回群馬県植樹祭第78回群馬県植樹祭

（一社）群馬県木材組合連合会

http://www.gunma-wood.com

ぐんまの木を使い、 ぐんまの森林を守ろう！

和佐田  善實
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県内各地から生産される優良材を展示することで、需要動向
に応じた良質素材の生産奨励及び素材生産技術の向上を図り、
群馬県の林業の発展に寄与することを目的に、群馬県では群馬
県優良素材展示会を開催しています。

第56回目を迎えた同展示会には、21点が出品されました。
造材技術や商品価値などの審査項目で採点が行われ、６点に最
優秀賞をはじめとする各賞が贈られました。

第56回群馬県優良素材展示会・表彰式
令和７年12月3日　群馬県森林組合連合会

最優秀賞（林野庁長官賞・群馬県知事賞） 最優秀賞（群馬県知事賞）

第56回群馬県優良素材展示会入賞者（敬称略）
最優秀賞（林野庁長官賞・群馬県知事賞）
　青　木　　　清　　　　　　　　　　　　 （樹種：スギ）
最優秀賞（群馬県知事賞）
　大揚　　　　　　　　　　　　　　　　　 （樹種：カラマツ）
優秀賞（関東森林管理局長賞）
　本宿殖産組合　組合長　倉　田　和　弘 　（樹種：カラマツ）
優良賞（群馬県森林組合連合会長賞）
　高　橋　宏　美　　　　　　　　　　　　 （樹種：ヒノキ）
技能賞（群馬県木材組合連合会長賞）
　下連②　　　　　　　　　　　　 　　　　（樹種：スギ）
努力賞（群馬県林業改良普及協会長賞）
　寅久保　　　　　　　　　　　　　　　　 （樹種：スギ）

青木　清氏
（樹種：スギ）

大揚
（樹種：カラマツ）

関東一の林業県を目指して！
　　　　渋川県産材センターから林業再生!!

代表理事会長　狩野 浩志

本所  前橋市上大島町182-20 ☎(027)261-0615㈹ 
渋川県産材センター    
渋川市白井乙佐又1236-4 ☎(0279)22-5000㈹ 

群馬県森林組合連合会
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令和７年度群馬県環境賞顕彰式及びぐんまの木利用促進功労者表彰式

第50回群馬県児童生徒木工工作コンクール展示会・表彰式

令和７年11月１２日
県庁昭和庁舎

展示会 ： 令和７年11月７日～９日　県庁県民ホール
表彰式 ： 令和７年11月９日　　　　県庁昭和庁舎

群馬県と群馬県木材青年協会が主催する、群馬県児童生徒
木工工作コンクールが開催されました。このコンクールは木
工作品の制作を通じて、木材の特性を理解し、工作技術を習
得することで教育の振興に寄与することを目的に毎年開催さ
れています。

第50回目を迎えたコンクールには、県内89の小・中学校
から656点の作品が応募され、50作品に群馬県知事賞をは
じめとする各賞が贈られました。

令和７年11月７日から９日の３日間には、１次審査を通
過した約90点が展示されました。屋台やタンスなど実在す
るものを精巧に再現した作品や、木の形や木目などをいかし
た自由な作品の数々が展示会場を彩り、多くの来場者が作品
鑑賞を楽しんでいました。

若林　瑛翔さん

「戦後80年平和を祈って」
菊池　蒼太さん

「玉村町重要文化財五丁目屋台」
県立渋川特別支援学校中学部木工班

「渋特に生まれた新しい命」

群馬県知事賞群馬県知事賞
（３作品）（３作品）

令和７年11月12日、群馬県庁昭和庁舎に
おいて、令和７年度群馬県環境賞顕彰式及び
ぐんまの木利用促進功労者表彰式が執り行わ
れました。

群馬県環境賞顕彰は、環境分野において
日々の実践活動、調査研究活動、自然保護等
に顕著な功績があった個人や団体に加え、令
和２年度からは、「ぐんま５つのゼロ宣言」の
実現に大いに貢献する活動を行った方へ顕彰
を行っています。令和７年度は５個人・２団
体が選ばれました。

また、ぐんまの木利用促進功労者表彰は、
県産木材の利用促進に関し特に優れた取組を
行った個人や団体を令和２年度より表彰して
おり、３団体が選ばれました。

環境功績賞
　環境の保全及び創造の分野
　・・狩　野　博　之　・・中　山　一　盛
　・・味の素AGF株式会社
　環境美化、ごみの減量化及び再生利用等の分野
　・・野　口　孝　男　
　自然保護の分野
　・　・瀧　川　二士男　・・夏　目　道　生
　「ぐんま５つのゼロ宣言」実現貢献賞
　・・伊勢崎市立四ツ葉学園中等教育学校

群馬県環境賞顕彰（敬称略）

ぐんまの木利用促進功労者表彰（敬称略）
・・群馬すてきな家づくりの会　　
・・下仁田町森林組合
・・沼田市

ぐんまの木利用促進功労者表彰ぐんまの木利用促進功労者表彰

群馬県環境賞顕彰群馬県環境賞顕彰

〒378-0126 沼田市白沢町上古語父233番地の１

合法木材供給認定事業所 群馬県木連第19-22号
木材･建材･住器･住宅環境資材等の販売

TEL.0278-20-9125　FAX.0278-20-9126
E-mail:woodtech@po.kannet.ne.jp

地域と共に生きる病院
訪問看護・介護　併設、在宅支援

北関東神経疾患センター 23 9261

群馬県認知症疾患医療センター 20 1103

サービス付き
　高齢者向け住宅フォレスト 25 8885
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群馬県緑化推進委員会では、古来より地域のシンボルとして、人々の精神的な支え
や暮らしに密接に関わってきた、“緑の財産”とも言うべき巨樹や古木を巡り、緑を
大切にする気持ちや緑化意識の高揚と啓発を図ることを目的に、「巨樹・古木巡りツ
アー」を開催しています。このツアーは、毎年春と秋の年２回開催され、県内４コー
ス（吾妻・利根沼田・東毛・西毛）に分かれて行われています。

令和７年11月８日には、第61回目となる巨樹・古木巡りツアーが開催され、各コー
スとも定員を超える申し込みを受け、盛大に実施されました。

吾妻コースでは、推定樹齢800年を数える泉龍寺のコウヤマキをはじめ、県指定
天然記念物の名木の数々を巡りました。樹木医からは樹木の特徴だけでなく、それぞ
れの歴史など幅広く説明され、参加者は興味深く聞き入っていました。また、雙林寺
では同寺の七不思議を巡る散策も行われ、伝承などに耳を傾けていました。

令和７年11月８日　県内４コース（写真は吾妻コース）

　　群馬県緑化推進委員会
「第61回巨樹・古木巡りツアー」

泉龍寺のコウヤマキ泉龍寺のコウヤマキ

吾妻コース参加者吾妻コース参加者

中之条高校のラクウショウ中之条高校のラクウショウ

雙林寺の大カヤ・千本カシ雙林寺の大カヤ・千本カシ

甲波宿禰神社の大ケヤキ甲波宿禰神社の大ケヤキ

森林・自然体験イベント開催森林・自然体験イベント開催
　自然観察会やネイチャーゲームなどを通して自然とふれあうなかで、森林の魅力や楽しさ、また森林や環境の大切さを広く県民
に知ってもらうことを目的に、各種団体により様々なイベントが開催されています。特に自然観察会では、県立森林公園をはじめ
群馬県を代表する山や自然において、樹木や山野草等の解説を受けながら散策することが出来ると好評を得ています。また子供向
けのネイチャーゲームでは、楽しみながら自然の不思議について学ぶ機会となっており、子供たちの笑い声が響き渡っています。

公　　益
社団法人

吾妻コース
金蔵寺シダレザクラ（渋川市）→甲波宿禰神社の大ケヤキ（東吾妻町）→中之条高
校のラクウショウ（中之条町）→泉龍寺のコウヤマキ（高山村）→中山三島神社の
スギ並木（高山村）→雙林寺の大カヤ・千本カシ（渋川市）

■富岡工場／群馬県富岡市神農原1112  TEL.0274-62-2121
  FAX.0274-62-2110
■本　　社／東京都千代田区神田須田町1-25 TEL.03-3916-3111
 JR神田万世橋ビル14階 FAX.03-3916-3184 

https://www.yokowo.co.jp

曹 洞 宗

吾妻郡高山村尻高1935

（0279）63－2723

泉　龍　寺
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森林・自然体験イベント開催森林・自然体験イベント開催

令和７年11月16日　新川公園（桐生市）

ぐんま森林インストラクター会
「小根山森林公園　落ち葉を歩く観察会」

わたらせ森と木のまつり

令和７年11月29日、小根山森林公園において、ぐんま森林インストラクター会
による自然観察会が開催されました。

外国樹木や国内の有用樹種が試験植栽されている小根山森林公園では普段目にす
る機会のない貴重な樹木も多く、参加者は同会会員による解説に聞き入り、興味深
く観察していました。また、今回の自然観察会のテーマである「落ち葉を歩く観察
会」の通り森林内に厚く積もった落ち葉を踏みしめると、森林内にサクサクと心地
良い音が響いていました。

令和７年11月16日、桐生市の新川公園を会場に、わたらせ森と木の
まつりが開催されました。このまつりは、森林組合をはじめ林業・木材・
林産業の関係団体など18団体からなる実行委員会により開催され、森
の恵みである木材やきのこなどへの理解を深め、消費拡大を図ることを
目的に行われています。

会場では、間伐材やドングリなどを利用した木工工作・ネイチャーク
ラフト体験や木を使った遊具コーナーなど木とふれあうブースのほか、
群馬県森林土木建設協会による測量機を使用した「距離当てクイズ」や、
丸太切り体験など治山や林業の一端を体験できるブース、きのこ汁の無
料配布やシイタケなどの展示即売など、来場者は山の恵みに感謝しなが
ら楽しい一日を過ごしていました。

令和7年11月29日　小根山森林公園（安中市）

森林林業クイズ森林林業クイズ 木工工作木工工作 ネイチャークラフトネイチャークラフト

群馬県リサイクル緑化協会「木製遊具」群馬県リサイクル緑化協会「木製遊具」きのこ汁試食きのこ汁試食

群馬県森林土木建設協会「距離当てクイズ」群馬県森林土木建設協会「距離当てクイズ」

1

村上　利朗

わたらせ森林組合
ラミナ製材 チップ・オガ・ペレット製造販売・円柱加工・防腐など

代表理事組合長　木村光一　他　役職員一同

地域材加工センター　　みどり市東町荻原19-1
小径木加工センター　　みどり市東町荻原29-1

みどり市東町花輪237 Tel：0277-97-2126
FAX：0277-97-2127
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県立万場高校の水産コースの総合学習として、城山周辺をフィールド
に林業作業体験や環境DNA調査が行われました。

城山のアロマの森では、“あなたと森の物語”による森林学習や植栽
地の下草刈り作業を行いました。慣れない手鎌の作業に苦戦しながらも、
苗木を傷付けないように丁寧に進めていました。また、チェーンソーを
使用した伐倒の見学も行われ、山を守り育てる林業の仕事についてや、
健全な森林を維持するために、“植えて・育てて・伐って・使う”の循
環の重要性が呼びかけられました。

城山の近くを流れる塩沢川では、川の水に含まれる様々な生物情報を
得るために環境DNA調査を実施。専用の検査キットを用いて川の水を
採取し、研究機関へと送る準備を行いました。

令和７年度
緑のインタープリター

養成講座

群馬県では、森林や林業、自然体験活動等の広範な知識、技術を有し、
地域や学校等における森林環境教育を担う「緑のインタープリター」を
養成することを目的に毎年同養成講座を開催しています。令和７年度は、
６月から１月までに計12回の講座が行われ、樹木や環境に関する基礎
知識やプログラムの作成、県立森林公園などにおいてフィールドワーク
が行われました。

令和７年11月16日には、サンデンフォレストを会場に子供たちを対
象とした自然体験プログラムの講師実習が行われました。当日は講師実
習のために実際にモニター参加者を集い行われ、養成講座で培った知識
や経験をいかして、ネイチャーゲームを中心とした自然体験教室を実施
しました。モニターとして参加した子供たちは講師の話に興味深く聞き
入り、自然の中を笑顔で飛び回る姿も見られ、講師実習は大成功を収め
ていました。

また、同養成講座の受講修了者の更なる資質向上を図ることを目的に、
フォローアップ研修も開催されており、令和７年度中はフィールドワー
クを中心に計４回実施され、インタープリテーションやリスクマネジメ
ントなどについて知識を深めました。

令和７年10月14日　神流町城山ほか

県立万場高校総合学習で
神流町の森林と水を学ぶ

下草刈り作業下草刈り作業

環境DNA調査環境DNA調査伐倒作業見学伐倒作業見学

代表取締役　田村純子

有限会社 タムラ造園土木
群馬県多野郡神流町大字船子180

TEL（0274）57－2356  FAX（0274）57－2355

おかげさまで株式会社荻野屋は

創業140周年を迎えました

https://www.oginoya.co.jp/
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群馬県森林土木建設協会では、群馬県が推進する「企業参加の
森林づくり」事業に賛同し、平成18年より県内８ヵ所で協定を
結び、森林整備ボランティア活動を展開しています。

令和７年度も全協定地で森林整備ボランティア活動が行われ、
下草刈りや除伐を中心とした森林整備が行われました。また、観
光地や市民の憩いの場となっている森林では、景観整備や遊歩道
周辺の整備も行われ、訪問した人が自然の美しさを感じ、快適に
過ごせるようにと作業が進められました。

県民・企業・団体県民・企業・団体によるによる
緑化推進・森林整備活動緑化推進・森林整備活動

　「緑の募金」や「森林整備活動」など、県民・企業・団体による緑化推進・環境保全活動が行われています。
　緑の募金では、街頭募金のほか企業募金、店頭募金、特定商品の販売数による募金など、様々な形で国民と
森林の橋渡しをする活動が行われています。
　また、森林整備活動では、森林整備協定や県有林整備パートナー事業を結んだ企業や団体、県民参加によるボ
ランティア活動が県内各地で展開され、年々、緑の輪が広がりを見せています。

利根沼田地区利根沼田地区 藤岡地区藤岡地区

渋川・前橋地区、法面協会渋川・前橋地区、法面協会 高崎・安中地区高崎・安中地区

吾妻地区吾妻地区 桐生地区桐生地区

群馬県森林土木建設協会「森林整備ボランティア活動」
利根沼田地区：令和７年10月27日　沼田市おとぎの森
藤岡地区：令和７年10月28日　桜山森林公園
渋川・前橋地区、法面協会：令和７年10月29日　吉岡町上野田地内

高崎・安中地区：令和７年11月19日　高崎市城山住宅団地内
吾妻地区：令和７年11月28日　北毛青少年自然の家
桐生地区：令和７年12月10日　桐生市金葛地内　

会長　
山藤　浩一 氏

群馬県森林土木建設協会
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令和７年10月4日、株式会社サンワによる森林整備活動が、「県有林
整備パートナー事業」を結ぶ、川場県有林「サンワの森」において行わ
れ、同社社員とその家族など16名が参加しました。

当日は、手鎌を使用して下草刈りやツル切りを中心とした森林整備活
動が行われ、参加者は健全な森林づくりのために額に汗を浮かべながら
一生懸命作業に取り組んでいました。

ヤマト発動機株式
会社

「森林整備活動」
令和７年11月18日　県立ぐんま昆虫の森

ボートレース用ボートの製造などを手掛けるヤマト発動機株式会社で
は、群馬県が推進する「企業参加の森林づくり」事業の主旨に賛同し、
令和７年11月４日に県立ぐんま昆虫の森の森林0.94haにおいて、「森
林整備等の活動に関する協定」を結びました。同協定では令和10年10

月までの３年間にわたり植栽や保
育活動などが行われます。

令和７年11月18日には、第１
回目となる森林整備活動が行われ、
同社社員約110名が参加しまし
た。当日は手鎌を使用した下草刈
り作業が行われ、遊歩道や林内の
整備が進められました。

令和７年10月4日　川場県有林「サンワの森」

株式
会社サンワ

「県有林整備パートナー事業  森林整備活動」

県民・企業・団体による緑化推進・森林整備活動県民・企業・団体による緑化推進・森林整備活動

令和７年10月25日　赤城県有林「日新電機の森」ほか

日新電機株式
会社  「森林保全活動」

令和7年10月25日、日新電機株式会社による森林保全活動が、県有
林整備パートナー事業を結ぶ赤城県有林の「日新電機の森」と、前橋市
と協定を結ぶ前橋市金丸町の前橋市有林の２ヵ所の森林で行われました。

当日は日新電機グループの従業員とその家族など約30名が参加し、

森林環境学習森林環境学習

赤城県有林での下草刈り作業赤城県有林での下草刈り作業 前橋市有林での枝打ち作業前橋市有林での枝打ち作業

下草刈りや枝打ち作業が行われました。また、作業終了後には県立森
林公園「SUBARUふれあいの森赤城」内のあかぎ木の家においてネイ
チャークラフト体験も行われ、間伐材やマツボックリなどの自然の素材
を活用し、思い思いの作品作りを楽しみました。

☎（0278）23－5321㈹　℻（0278）24－1097

代表取締役　飯島　千明
沼田市栄町100－1

総合建設業　安全と確かな技術

角屋工業株式会社
ボートレースと共に生きる専門メーカー

代表取締役社長　松井　洋
群馬県太田市六千石町214番地



－10－

株式会社足利銀行では、創業130周年を記念し、地域のSDGs達成
に向けた取り組みに貢献するために、あしぎん創業130周年SDGs私
募債「環境保全貢献債」の募集を群馬県、栃木県、茨城県、埼玉県の計
４県で行いました。群馬県では27社が同私募債を利用し、顧客からの
手数料392万円に同行からの拠出金100万円を合わせた492万円（４
県合計で2944万円を寄付）が「ぐんま緑の県民基金」へと寄付される
こととなりました。

令和７年11月20日に群馬県庁において行われた寄付金の寄贈では、
株式会社足利銀行の大塚浩樹氏（同行取締役常務執行役員）から群馬県
知事山本一太氏へと「ぐんまの森林を守る活動に役立ててほしい」との
願いの言葉とともに寄付金が手渡されました。

株式
会社オープンハウスグループ

「森林保全活動」
令和７年11月７日　県立ぐんま昆虫の森

株式会社オープンハウスグループでは、森林整備活動協定を結ぶ県立
ぐんま昆虫の森において、森林整備ボランティア活動を通した地域共生
と森林保全活動を行っています。

令和７年11月７日には、同社社員や内定者など約50名が参加し、森
林組合職員の指導を受けながら手鎌を使用した下草刈り作業が行われた
ほか、刈払機を使用した作業体験も行われました。また、下草刈り作業
後にはクヌギの植栽活動も行われました。

令和７年11月20日　群馬県庁

株式
会社足利銀行

「ぐんま緑の県民基金へ寄付金寄贈」

令和７年10月５日　榛名湖周辺

榛名湖畔クリーンアップ作戦

群馬県では、美しいふるさと群馬づくりを一層推進するため、
県民、事業者及び県・市町村が連携して、清掃活動やごみの不
法投棄防止、ごみの減量化、植栽・植樹等を呼びかける普及啓
発活動を行っています。

令和７年10月5日には、西部環境森林事務所による「榛名
湖畔クリーンアップ作戦」が行われ、高崎市や環境関係団体等
から333名が参加しました。

当日は榛名湖畔やメロディーライン周辺など各班に分かれ、道路
や植え込みなどに捨てられた空き缶などのゴミの回収を行いました。

一見するときれいな風景に見える中でも、植え込みや側溝な
どに隠されたように捨てられているゴミの多さに参加者も驚き
の表情を見せるとともに、改めて環境美化について考える契機
としていました。

今回の活動では約30㎏のゴミが回収され、群馬県が誇る榛
名山の環境美化が図られました。

県民・企業・団体による緑化推進・森林整備活動県民・企業・団体による緑化推進・森林整備活動

下草刈り作業下草刈り作業

雪山を愛犬と駆ける
非日常体験。

群馬みなかみ ほうだいぎスキー場に
ドッグラン＆ゲレンデ誕生

オープンハウスグループは地域共創を通じて持続可能な社会の実現を目指します。
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県民・企業・団体による緑化推進・森林整備活動県民・企業・団体による緑化推進・森林整備活動

令和７年10月21日、群馬県庁において、株式会社クスリのマルエ
よりぐんま緑の県民基金への寄付金の寄贈が行われました。同社から
の寄付金の寄贈はレジ袋の有料化を機に始められ、有料レジ袋の販売
収益金は自然を守る活動に活用したいとの思いから同基金へと寄付金
の寄贈を行っています。当日は、鈴木暁子氏（同社代表取締役社長）
より、環境森林部長の永井浩二氏へと、「森林をはじめとする環境保全
に活用して頂きたい」との願いとともに123,563円の寄付金が手渡
されました。

令和７年11月10日、県有林整備パートナー事業を結ぶ榛名県有林
「エイチワンの森」において、株式会社エイチワンによる森林整備活動
が開催されました。当日は、同社社員10名が参加し、林縁の下草刈り
を中心とした整備作業が行われました。

デロイトトーマツグループ
「森林整備ボランティア活動」

令和７年10月17日　高崎市吉井町上奥平
デロイトトーマツグループでは、平成21年に「企業参加の森林づく

り事業」の協定を締結以来、同社創業者ゆかりの地である高崎市吉井町
で森林整備活動を継続的に実施しています。

令和７年10月17日には、28回目となる活動が行われ、約40名が
参加しました。当日はフォレストぐんま21の指導を受けながら竹の除
伐作業に取り組みました。

令和７年10月21日　群馬県庁

令和７年11月10日　榛名県有林「エイチワンの森」

株式
会社クスリのマルエ

「ぐんま緑の県民基金へ寄付金寄贈」

株式
会社エイチワン

「森林整備活動」
森林ボランティア安全講習会＆体験会

県立森林公園憩の森では、森林ボランティア活動を行っている、もし
くは興味関心のある県民を対象に、刈払機やチェーンソーなどの取り扱
いを学ぶ安全講習会や体験の機会を提供し、今後の積極的な活動への参
加につなげていくことを目的に、「森林ボランティア安全講習会＆体験
会」を開催しています。令和７年度は草刈鎌や刈払機、チェーンソーな
どをテーマに計４回開催されました。

令和７年11月22日には、憩の森の指定管理を行うグリーンクラフト
マン株式会社の山口雄資氏が講師を務め、チェーンソーの取扱方法や実
地指導が行われました。

午前中には、安全な作業方法やチェーンソーの整備方法などについて
講義が行われ、安全作業に関する知識を深めました。また午後には、森
林内にフィールドを移し実技講習が行われ、エンジン式と充電式の特徴
を体験、安全作業に重点をおきながら技術の向上を図りました。

https://www.torihei.co.jp/
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令和７年11月17日、群馬県ゴルフ場支配人会より群馬県緑化推進委
員会へと、緑の募金の寄贈が行われました。

今回の募金は、第13回群馬県森林・緑整備推進チャリティーコンペ
において参加者から寄せられた募金に同会からの寄付を合わせた
153,500円が寄贈されることとなり、同会長福島誠氏より群馬県緑化
推進委員会理事長の星名建市氏へと手渡されました。

「第39回上野村ふるさとまつり」
令和７年10月26日　ヴィラせせらぎ周辺特設会場

令和７年10月26日、ヴィラせせらぎに隣接する特設会場において開
催された、「第39回上野村ふるさとまつり」に合わせ、緑の募金活動が
行われました。緑の募金ブースには上野村長黒澤八郎氏も応援に駆け付
け、募金協力者にラベンダーやローズマリーの苗木を手渡していました。

また会場には、上野村の名産や名物グルメが楽しめるブースや、木
工工芸品の展示即売など、豊かな自然に包まれた中で上野村を満喫で
きるふるさとまつりに、会場は地元の人をはじめ観光客の笑顔で溢れ
ていました。

令和７年11月17日　群馬県公社総合ビル

群馬県ゴルフ場支配人会
「緑の募金寄贈」

令和７年10月18日　沼田市市民の森
生活協同組合コープぐんま「秋の森

も

林
り

づくり」
生活協同組合コープぐんまでは、沼田市と森林整備協定を結ぶ沼田市市民の森において、森林づ

くり活動を実施しています。この活動は森林保全活動を通じ、環境を意識し地球温暖化防止の取り
組みを幅広く実践する人づくりとその輪を広げることを目的に春と秋の年２回行っています。

令和７年10月18日には、秋の森林づくりが行われ、組合員等約40名が参加しました。当日は利
根沼田森林組合の指導を受けながら春の森林づくりで植樹した苗木周辺の下草刈りや、ミルクパック
の森での間伐体験が行われました。森林整備の後には緑のインタープリターによる自然観察会やネイ
チャーゲームが行われ、子供たちの元気な笑い声がきれいになった森林に響き渡っていました。

県民・企業・団体による緑化推進・森林整備活動県民・企業・団体による緑化推進・森林整備活動

間伐体験間伐体験下草刈り体験下草刈り体験

渋川市赤城町南赤城山 400

赤城インターより２km・３分

http://www.akagi-gc.com
☎（0279）56‒8811　FAX（0279）56‒8818
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「ぐんま森林・林業イノベーションプラットフォーム」キックオフイベント

令和７年度群馬県建設工事表彰式

森林・林業における課題解決や効果的な活用等につながるイノベー
ションを推進するため、新しい技術やアイデアを持つ民間企業と森林・
林業関係者の連携の場として「ぐんま森林・林業イノベーションプラッ
トフォーム」を創設しました。その運用開始に合わせ同キックオフイベ
ントが、令和７年11月14日、ビエント高崎において開催されました。

開会で環境森林部長の永井浩二氏は、「群馬県の森林・林業関係者と民
間企業のつながりの場としてプラットフォームを立ち上げました。豊か
な恵みをもたらしてくれる森林は従来の枠組みだけでは対応しきれない
課題も増えています。一方、多種多様な分野の技術や発想、ネットワー
クには新たな可能性を拓く力があると感じています。このプラットフォー
ムの愛称は“もりビズぐんま”、キャッチフレーズは“あたらしい繋がりが、
森林・林業の未来を拓く”とし、群馬から始まる“森林と林業のイノベー
ションの出発点”となることを願っています」と述べました。

当日は、基調講演として勢多農林高校をはじめ全国でサントリー天
然水の森事業を行う、サントリーホールディングス㈱サステナビリ
ティ経営推進本部スペシャリストの市田智之氏による「サントリー天
然水の森における水源涵養活動を通じた新たな取り組みについて」や、
環境森林部森林局長の折田知徳氏など４名によるクロストーク「あた
らしい繋がりが、森林・林業の未来を拓く」が行われました。活発な
意見交換が行われる中で、森の価値を積極的にPRすることの重要性
が取り上げられ、この森ではどのような活動が出来るかなどの特徴や、
コンセプトをもってブランディングしていく必要性が話されました。

令和７年11月14日
ビエント高崎

令和７年10月22日
県庁昭和庁舎正庁の間

令和７年10月22日、県庁昭和庁舎正庁の間において、令和７年度群馬県建設工
事表彰式（環境森林部長表彰）が執り行われました。この表彰式は環境森林部が
発注し、令和６年度に完成した森林土木工事のうち、適正な工程管理及び優れた
施工技術によって、出来形及び品質が優れ、他の模範となる施工業者及び主任・
監理技術者を表彰しています。

今回は91の対象箇所より16の工事が選ばれ、施工業者及び主任・監理技術者が
それぞれ表彰されました。

会社表彰　　　　　　　　／  優良技術者表彰（敬称略）

株式会社木暮組　　　　　／　主任技術者　木暮　正典
有限会社須田工業　　　　／　主任技術者　小林　雅俊
株式会社南雲建設　　　　／　主任技術者　佐藤　栄作
田畑建設株式会社　　　　／　主任技術者　貞包　　貢
株式会社髙特　　　　　　／　主任技術者　吉田　英樹
みなしろ建設株式会社　　／　主任技術者　高橋　友一
塚田建設株式会社　　　　／　主任技術者　松本　順一
渡辺建設株式会社　　　　／　主任技術者　水出　善弘
株式会社グランドリサーチ竹内組　／　主任技術者　小林　秀和
上毛緑産工業株式会社　　／　主任技術者　三富　信弘
木内建設株式会社　　　　／　主任技術者　小林　志央
坂本建設株式会社　　　　／　監理技術者　秋山　知一
株式会社金子建設　　　　／　主任技術者　金子　晴三
株式会社新井土木　　　　／　主任技術者　大塚　孝二
株式会社金子建設　　　　／　主任技術者　諏訪　有基
髙橋建設株式会社　　　　／　主任技術者　髙橋　基康

クロストーク

県環境森林部森林局長
　折田　知徳氏

㈱森未来代表取締役社長
　浅野　純平氏

（一社）森と未来代表理事
　小野　なぎさ氏

合同会社ことりうみ
　中澤　敦氏

令和７年度群馬県建設工事表彰（環境森林部長表彰）

基調講演基調講演

クロストーククロストーク

代表取締役　　新井　正則

〒376-0306　群馬県みどり市東町荻原140番地
TEL 0277-97-2418   FAX 0277-97-3110

株式会社 新井土木
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吾妻環境森林事務所

小林 直人氏
「吾妻郡嬬恋村大字袋倉（東）
地内における令和元年第19
号台風災害からの復旧事例」

「山梨県における治山林道事業への
ICT活用の取組について」

山梨県出納局　　　　 粟冠 孝義氏

山梨県中北林務環境事務所　中野 　剛氏 群馬県森林組合連合会

松本 哲也氏
「森林整備調査におけるレー
ザー計測アプリ利用の検証」

桐生森林事務所

定方 俊和氏
「保水性の低い土壌における
法面緑化工法の一考察」

令和７年11月５日　群馬県公社総合ビル

令和７年11月５日、群馬県公社総合ビルにおい
て、第26回群馬県治山・林道研究発表会が開催さ
れました。この研究発表会は、森林土木事業に関す
る研究成果や情報を発表・交換することにより、参
加者相互の自己研鑽を促進し、森林土木技術の向上
および森林土木事業の発展に寄与することを目的に、
群馬県と群馬県森林土木研究会の共催により毎年開
催されています。

当日は、吾妻環境森林事務所の小林直人氏、群馬
県森林組合連合会の松本哲也氏、桐生森林事務所の
定方俊和氏の３名より長期間にわたる調査内容や検
証結果が発表され、参加者も興味深く聞き入り、活
発な質疑応答が交わされていました。

午後には、山地防災ヘルパー研修会を含めた講演
が行われ、山梨県出納局の粟冠孝義氏と山梨県中北
林務環境事務所の中野剛氏による「山梨県における
治山林道事業へのICT活用の取組について」や、福
井コンピュータ高崎オフィスの久保田謙一氏によ

第26回 群馬県治山・林道研究発表会
研究発表講演

る「ICT活用工事を無理なく進めるために」
が行われました。

また、研究発表会にあわせて、群馬県森
林土木写真コンクールの展示・表彰式も行わ
れ、最優秀賞をはじめとする各賞が贈られま
した。

「ICT活用工事を
無理なく進めるために」

福井コンピュータ
高崎オフィス

久保田 謙一氏

渋川広域消防本部による「林野火災予防活動」

岩手県大船渡市における林野火災をはじめ、全国各地で発生した林野火災
により甚大な被害が生じています。林野火災は貴重な森林を失うだけでなく、
土砂災害等の二次災害の危険性が増すほか、自然を再生させるためには長い
年月がかかります。それらを受け、渋川広域消防本部では、秋季全国火災予
防運動に合わせて、登山客で賑わいを見せる水沢山において林野火災予防活
動を行いました。

当日は、消防、渋川森林事務所、渋川市より職員が参加し、登山道入口に
おいてのぼり旗で啓発をするとともにチラシ等を配付し、登山中を含め山林
での火気の取扱について注意が呼びかけられました。

令和７年11月11日　
水沢山登山道入口

災害に強い森林づくり・路網整備の推進

群馬県治山林道協会
〒371－0854　前橋市大渡町1－10－7（群馬県公社総合ビル6階）

E-mail：gun-chisan@tiara.ocn.ne.jp
☎（027）280－6255 FAX255－6265

森林土木事業を通して、山村振興と山地災害防止に貢献

群馬県森林土木建設協会
会長 山藤　浩一

〒371－0854　群馬県前橋市大渡町1－10－7（群馬県公社総合ビル6階）

E-mail：gun-sidokeki@tiara.ocn.ne.jp
☎（027）280－6256 FAX（027）255－6265



－15－

2026年新年号（通巻153号）

令和８年1月31日

公益社団法人

一般財団法人
群馬県森林・緑整備基金

佐　藤　幸　郎
岩　井　　　均

※�記事中における役職・団体名等は、行事開
催時のもので表記しています。

令和７年11月８日　群馬調理師専門学校

令和７年11月8日　群馬県立農林大学校

第26回群馬県きのこ料理コンクール

群馬県立農林大学校「第42回榛の木祭」

きのこに関する知識の普及と消費拡大を図ることを目的に、群馬県きのこ料理
コンクールが開催されています。第26回目を迎えた同コンクールには、県内よ
り167点のレシピが応募され、１次審査を通過した９名により、令和７年11月
８日、群馬調理師専門学校を会場に調理審査が行われました。

味はもちろんのこと、独創性や普及性などの項目で採点が行われた結果、小沼
奏太さんの「麹ときのこの菌菌バーガー」が最優秀賞に選ばれ、日本特用林産振
興会が主催する「きのこ料理コンクール全国大会」へ群馬県代表として出場する
こととなりました。

最優秀賞（群馬県知事賞）
　小沼　奏太「麹ときのこの菌菌バーガー」

優秀賞
　新野あかり「県産きのこのほくほくコロッケ」
　兼松　蒼依「しいたけとしめじの豚肉巻き」
　小林　弥琴「モチモチきのこ団子とカリカリきのこドーナツ」

優良賞
　岸　摩耶子「上野村きのこ豚まん」
　山田　奈穂「三種の焼き団子～きのこと味噌バターの饗宴～」
　塩原　　灯「キノコまんじゅう」
　阿部芭衣里「キノコたっぷりポットパイ」
　内田　優花「きのこごろっとゆずこしょう肉まん」

第26回群馬県きのこ料理コンクール入賞者（敬称略）

学生が生産した農林産物の販売や学習状況の展示
などを通して、県民に群馬県立農林大学校への理解
を深めてもらうことを目的に「榛の木祭」を開催し
ています。

令和７年11月８日には、「まかせろ！未来の農林
業」をテーマに、同校で開催されました。

農業経営学科や農林業ビシネス学科内の各コース
の特色をいかした様々な企画が設営され、学生が栽

培した野菜やきのこ、花、きのこうどんや野菜スー
プなどの販売ブースは多くの来場者で賑わってい
ました。

また、森林コースでは、競技種目に沿ったチェー
ンソー実演が行われ、学生の見事な技術に大きな
拍手が送られていました。

最優秀賞
（群馬県知事賞）
小沼　奏太さん

「麹ときのこの
菌菌バーガー」

チェーンソーデモチェーンソーデモ

ヤギとのふれあいヤギとのふれあい

有限会社 長岡興業
代表取締役　長岡  光昭

渋川市赤城町三原田600-1

☎（0279）56－7144 FAX（0279）56－7908

総 合 建 設 業

追川工業株式会社
代表取締役　追川  悦子

高崎市倉渕町三ノ倉2016

☎（027）378－4170  FAX（027）378－2320

総 合 建 設 業
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（五十音順）

萩原建設株式会社
総 合 建 設 業

代表取締役　　萩原  信夫
甘楽郡下仁田町大字下小坂200

☎（0274）82‒3002 FAX82‒6037

萩原建設株式会社

〒370-2622 甘楽郡下仁田町中小坂3106
☎0274-82-3331　FAX0274-82-5006

URL　https://minashiro.jp

ISO 9001
認証取得

高麗　　和夫

光井工業株式会社
代表取締役　光 井 広 輝
利根郡片品村越本2535

総　合　建　設　業

☎（0278）５８－３６４１㈹  FAX５８－３４６２

安中市松井田町新堀1347
代表取締役　飯 沼 　 初

株式会社  飯  沼  組
☎（027）３9３－1260　 　（027）３9３－３463

総合建設業

西毛建設株式会社
甘楽郡下仁田町大字川井109-1

☎（0274）82－3366㈹  FAX 82－3566

代表取締役　橳島　幸正

総 合 建 設 業

角田建設工業株式会社
本社・工場/利根郡片品村須賀川7-1

☎（0278）58－2028㈹  FAX 58－2008

代表取締役　角田　恵子

総 合 建 設 業

峰岸土木株式会社
安中市松井田町横川552－5

☎（027）395－3711㈹  FAX 395－2572

代表取締役　峰岸　正船

総 合 建 設 業

代表取締役  神戸  康宏

C

㈲　神　戸　造　園
甘楽郡下仁田町馬山4141の34

代表取締役　神戸和徳

造園・造園資材・一般土木工事請負

TEL 0274（82）5760番　FAX 0274（82）5011番
https://ue-ken.co.jp

五十嵐　修
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私たちは文化づくりをお手伝いいたします。

■カタログ　■会社案内　　　■ポスター
■チラシ　  ■ダイレクトメール　■ホームページ
■伝票　　 ■クリアファイル　 ■プリペイドカード
■文集　　 ■その他印刷・販促物全般　

創業以来、自治体・行政のＰＲ、年史・社史の編纂、
発刊と群馬県内の「文化」の一端を担ってまいりました。
最近においては、「自分史」の出版などマスからパーソナル
まで幅広く「文化づくり」をお手伝いしております。

〒379‐2154　群馬県前橋市天川大島町305‐1
TEL 027-224-6245㈹　FAX 027-224-6290   
URL http://jomai.jp　E-mail info@jomai.jp

代表取締役　設 樂  雅 之

本　社  〒378-0065 群馬県沼田市堀廻町374-4
事務所  〒378-0031 群馬県沼田市薄根町3301-1

戸丸　則子

篠 原 　 実

四万林業協業組合
伐出請負・素材生産販売

代表取締役　市川　貴章

〒370-2454　富岡市田島377-2

前橋市天川大島町1248

HPアドレス　URL:https://www.hirakata-m.co.jp

TEL027-261-0216 FAX027-261-0254

安心な製品の提供と安全な施工のサポートに邁進します

〒370ｰ1207  群 馬 県 高 崎 市 綿 貫 町 1 7 2 9 ‐ 5 　   027（384）4190

〒170ｰ0013  東 京 都 豊 島 区 東 池 袋 2 - 3 2 - 2 2

代表取締役　加藤  勝弘
常務取締役　岩井  健吉

本　社　富岡市下高瀬534

北 群 馬 郡 吉 岡 町 小 倉 827－87

ISO9001･14001･45001認証

造 林 一 般

長野原町与喜屋151－1

代表取締役　谷口　哲規
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代表取締役　清水　武義

高崎市上小塙町577-4

E-mail  info@yamamizuhome.com　https://www.kabu-shimizu.net

技術と信頼の総合建設業

☎（027）343-0896㈹
（027）343-5164FAX

株式
会社清　水
ヤマミズホーム

ISO 9001 認証取得

https://www.shinetsu.co.jp

磯村　欽三代表取締役社長

倉渕事業所

本社／横浜市西区みなとみらい２-３-５ クイーンズタワー C１２Ｆ

～ 100年の森を活かし、次の100年の森を育てる～

10名様
以上

火曜定休

高速道路を使用させて
いただく地域がござい
ます。高速料金は別途
ご負担いただきます。

高速道路を使用させて
いただく地域がござい
ます。高速料金は別途
ご負担いただきます。

高速道路を使用させて
いただく地域がござい
ます。高速料金は別途
ご負担いただきます。

（いのぶた、しいたけ　など
　上野村の特産品を使用しています）

6,000円税込より6,000円税込より


